
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル観洋で「全国語り部シンポジウム in東北」 

災害の被災地で活動する「語り部」の役割を考え 

る「全国被災地語り部シンポジウム」が 2 月 24・

25 の両日、志津川ホテル観洋を会場に開催され、

東北や関西などで活動する関係者が参加しました。 

語り部の未来をテーマにしたパネルディスカッ

ションでは、復興みなさん会の後藤一磨代表がコー

ディネーターを務め、約 400人が耳を傾けました。 

2 日目の事例発表では、みなさん会の工藤真弓さ

んが椿をテーマにした活動について報告（＝写真）

しました。 
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復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 
 

中日新聞社会事業団様から助成いただきました 

 社会福祉法人中日新聞社会事業団様より、当会 

の活動に支援金をいただけることとなりました。

中日新聞・東京新聞の読者を中心とした企業・個

人の皆様から寄せられた寄付金の中から助成いた

だいたものです。多くの皆様のご善意に心から感

謝申し上げます。 

 いただいた助成金は南三陸町復興祈念公園に多

くの町民が関われる仕組みづくりや、この 10 年間

の活動の記録誌の編集等に活用いたします。 

新型コロナウィルス影響深刻 小中高臨時休業 町大震災追悼祈念式典中止 地域経済にダメージ 

 新型コロナウィルス感染症の広がりにより、南三

陸町内にも大きな影響が出てきています。 

 町内の小学校・中学校・高等学校は３月２日から

春休みに入るまでの間、臨時休業となっています。

卒業式や入学式は行われていますが、地域住民の参

加がなくなる等、規模は縮小されています。 

 公民館や図書館等すべての社会教育施設で閉館

が続いています。このうち図書館については３月

24 日から図書の貸出のみ再開となりました。 

 ３月 11 日に予定されていた東日本大震災追悼式も

式典は中止となり自由献花方式に変更となりました。

その他多くの行事・イベントも中止・延期となり、活

動自粛によって観光や飲食業などではキャンセルが相

次ぎ、地域経済にも深刻なダメージが広がっています。 

 このような時だからこそ、むやみに恐れるのではな

く、正しい情報を共有して正しく恐れ、身を守る対策

をきちんとしながら、この難局をみんなで乗り切って

いきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容を紹介する冊子に掲載いただきました 
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当会は今年度、中日新聞社会事業団「東日本復興支援金」の支援をいただき活動しています。 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

多賀城市で第3回大規模災害公営住宅自治会交流会 

 岩手、宮城両県に整備された大規模災害公営住宅

（100 戸以上）の自治会役員を対象とした交流会が 2

月 11 日、多賀城市鶴ケ谷の災害公営住宅集会所で行わ

れ、支援者を含めて約 100 人が参加しました。両県の

連携復興センターと岩手大学三陸復興・地域創生推進

機構が共催したもので、南三陸町からは志津川中央公

営住宅自治会の佐々木守会長と庶務の西條優也さんが

参加。役員の負担を減らすために自治会活動に関わる

住民を増やす方策などについて意見を交わしました。 
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戸倉復興公営集会所でけんちん汁交流会 

 戸倉復興公営住宅の集会所で 2月 17日、復興みな

さん会が主催する交流会「椿油でけんちん団子を作

ろう」が開かれ、入居者など 17 人が参加しました。

朝の体操をした後、調理を開始。椿油を使って大根、

人参、ゴボウなどの野菜やキノコの入ったけんちん

団子を作り、和やかに会食しました。出来上がるま

での間は、犬棒カルタやシルバー川柳カルタをして

楽しみました。椿油は昨年秋に町内で拾ったタネか

ら絞ったもので、12㎏から 2ℓ採れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境活用センターでオープン記念シンポジウム 

 震災で被災し、戸倉公民館（旧戸倉中学校）の２

階を改修して復旧した南三陸町の自然環境活用セ

ンターで 2 月 1 日、オープンを記念するシンポジウ

ムが開かれ町民約 100 人が参加しました。センター

研究員の阿部拓三さんが志津川湾の自然環境につ

いて紹介（＝写真）した後、町内の小中学生で組織

する南三陸少年少女自然調査隊メンバーの活動や

戸倉小学校 6 年生による海での体験活動、志津川高

校自然科学部の干潟調査などの発表がありました。 
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（意見を発表する佐々木守さん） 
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